


本書をお読みいただくにあたって 
 
浄化槽の表記：平成 13（2001）年の改正浄化槽法の施行に伴い、従来の合併処理浄化槽は浄化

槽、単独処理浄化槽はみなし浄化槽と称されるようになりました。しかしながら、両者を対

象とする場合や「汚水浄化槽」や「浄化槽法」のように過去に用いられた、あるいは過去か

ら用いられている表現である場合などに浄化槽の表記が常用されています。本書においては、

これらについて従来からの用法に従うとともに、合併処理浄化槽を指す場合も浄化槽と表記

していますが、歴史的記述などで両者の区別が必要なあるいは区別した方が理解しやすい場

合には合併処理浄化槽と単独処理浄化槽の表記を用いています。 

 
漢字の表記：「警視廳」など、時代性を表すなどの理由で旧漢字で表記することが適切と思わ

れる用語については、旧漢字を用いています。 

 
法人名：本書において、本文中に出てくる法人名には、「社団法人」「財団法人」などの種別を

表記していません。法人の中には、設立以来、組織改革や国の制度改革などにより種別が変

遷しているものが少なくなく、これらを当時の状況に忠実に表記することはかえって読者の

混乱をまねくことを危惧したためです。ただし、参考文献においては、編集や発行に係わる

法人について、執筆時の種別を示しています。 

 
Q & A とコラム：本書を読まれるにあたってより理解を深めていただけるように、本文に書き

込んではいないが、読者が疑問に思われるだろう内容を Q & A の形で、また、用語等の詳細

をコラムの形で提供しています。ご参考にしてください。 

 
PDF 版の配信：本書を多くの方に手軽に読んでいただけるように、また、内容のコピー利用が

可能なように、PDF 版を http://www.jeces.or.jp/downroad/pdf/dokuhon.pdf において配信

しております。ご活用ください。 
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まえがき 

 

 

 いつの時代でも、変化は常にありますが、21世紀に入ってからの十数年間のわが国では地殻

変化と言っていいような、呆然とするようなものが進行しています。これには、例えば人口構

造の大変化があります。日本全体の人口が減少し始め、その中で高齢者が増え、特に地方では

65 歳以上の高齢者が大半を占める限界集落などという、かつては想像すらしなかった集落が日

本列島に広がり、人々の生活に大きな影響を与え続けています。最近では大都市においても「限

界集落」が出現し始めています。 

この十数年間の変化のもう一つの動きには、国や地方公共団体の財政の逼迫があります。こ

れは長年に及ぶ行政の借金体質と国民の経済的な活力が衰微していったことの反映として、国

の財政も地方の財政も大きく蝕まれています。私たちは長い間、右肩上がりの高度成長の中で

生活し、経済と言えば、成長することを当然のことと受け止める暮らしの中に身を置いていま

した。そのため、国も地方も今から見れば、財政は誠に潤沢でした。その潤沢の時代に道路、

下水道、廃棄物処理施設、公民館、図書館などをさほど苦労もなく、そして将来、これら施設

の維持管理という重い荷物を背負うことなど、ほとんど思いやることもないまま、作り続けて

きました。特に、公共下水道は、都市生活には欠かすことのできない施設ではありますが、人

口や経済の衰退期には、維持管理に大きな重荷となっている公共事業の象徴的な存在になりつ

つあります。 

そのような中で、半世紀以上にわたって、下水道とは性格が異なる生活排水処理システムと

しての浄化槽が整備されてきました。21世紀に入って、その利用価値は、環境対策面からも市

町村の財政面からも大きくなり、多くの人がその有効性に着目するようになってきています。

その一方で、浄化槽には、未だに様々な苦情や批判などが寄せられています。「浄化槽のような、

個人任せの単純な装置で、あの濃度の高い生活排水を衛生的に、そして環境上問題なく処理が

できるのか」「やれ保守点検だ、清掃だ、検査だと何かにつけて業者がやってくるが、その対応

だけで手間をとられる上に、不透明な料金を取られている」「家の近くにある浄化槽からの汚水

や悪臭に悩まされている」といった疑問や批判があります。このような疑問の中には、もっと

もなものもありますが、誤解や情報不足によるものが少なくありません。 

浄化槽が人間が作ったシステムである以上、他のあらゆるシステムと同様、完全無欠という

ことはありません。しかしながら、この数十年の間に、主として民間の浄化槽関係者の努力に

よって、ハード面の向上はもとより、ソフト面を含め市民の理解を深める努力は強化されてい

ます。とは言いながら、浄化槽の多くは、公共下水道などの場合と違って、その維持管理は基

本的にはユーザーとしての個人、ないしはその個人が委託した民間業者が行っています（近年

は、市町村が設置・管理者となり、使用は個々の世帯が使用料を払って利用するタイプのもの

が増加傾向にあります）。また、使われる言葉も保守点検、清掃、汚泥の引き抜き、法定検査な

どをはじめ、一般市民には分かりづらい用語が使われていることもあり、理解を得られにくく、

また、誤解も解けにくいものもあります。さらに、「浄化槽」という言葉そのものにも異論が寄
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せられることもあります。 

地方行政の財務状況は、年を追うごとに厳しくなりつつありますが、だからといって住民の

生活から出てくる汚水を処理しないわけにはいきません。環境の面だけでなく、法的にも「廃

棄物の処理及び清掃に関する法律」によって、地方公共団体にその適正な処理は委ねられてい

るからです。そこで、地方公共団体の首長や議会の議員たちは、自分の町の生活排水処理シス

テムを立ち上げたり、拡張する場合に、どのようなシステムを採用するのが今日の経済状況や

社会状況の下で、最もふさわしいのかという選択を迫られ、思い悩むことも少なくないと推察

されます。このほか、生活排水の行方や、水系の環境状況に関心を持つ NPOや一般市民の方々

も少なくありません。 

そこで本書は、いわゆる生活排水問題の専門家のためではなく、まさに自治体の首長、議員、

行政の担当者、NGO、一般市民といった方々が、それぞれの地域にとって最適な排水処理対策を

考える際の参考資料として使ってもらえるよう、浄化槽に関する最新の知見に基づき、できる

だけ客観的に書いてみました。執筆にあたっては、これまで環境省が主体となって実施してき

た浄化槽タウンミーティングなどの一般市民を交えた生活排水処理のシンポジウム、勉強会、

講演会などの折に寄せられた疑問や批判に率直にお応えしようという思いで取り組みました。

岡城孝雄（公益財団法人日本環境整備教育センター 企画情報グループリーダー）、加藤三郎（株

式会社環境文明研究所 所長）、河村清史（埼玉大学大学院理工学研究科 環境科学・社会基盤

部門 教授）、村岡基（株式会社極東技工コンサルタント 代表取締役社長）を本書全体の編集

企画および執筆者としておりますが、このほか、いくつかの章にはそれぞれの章のテーマにふ

さわしい専門家が担当しています。また、加藤と河村が全体の調整や表現の統一などの監修を

担当しました。 

 

執筆にあたっては、環境省の資料のほか、浄化槽に関係する研究者などの論文や、私たち執

筆者がインタビューした専門家のコメント、さらにこれまで浄化槽を支え、発展させてきた公

益財団法人日本環境整備教育センターや一般社団法人全国浄化槽団体連合会などの資料も適宜

参照し、あるいは引用しながら執筆しています。 

本書がこのような形で刊行することができましたのは、一般社団法人全国浄化団体連合会の

初代会長として、浄化槽法の制定をはじめ浄化槽の普及と業界の発展に全力を傾注された柴山

大五郎氏の御遺族によって設立された「公益信託柴山大五郎記念合併処理浄化槽研究基金」か

らの資金によるものであり、柴山家並びに基金関係者に深く感謝し敬意を表します。また、執

筆者一同、本書の内容が柴山大五郎氏の御意志に少しでも叶うものであるよう願っています。 

 

平成 25年 8月 

 

技術ワーキンググループ座長 

加藤 三郎 
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農業集落排水施設は、主として農業振興地域において集落単位で整備されるシステムです。計画人

口はおおむね 1,000 人以下としていますが、現実にはさらに大きな人口規模でも採用されています。

排除方式は分流式です。このシステムのうち、排水処理の施設は次に紹介する浄化槽とされています。

このため、農業集落排水施設は、排水の集水の点からは小規模の下水道であり、処理の点からは２．

４で説明する中・大型の浄化槽であるといえます。 

浄化槽は、下水道の終末処理場を利用できない地域で便所を水洗化する場合に設置しなければなら

ない施設として定義されてきたシステムです。この意味で、農業集落排水施設の排水処理施設が浄化

槽とされているわけです。かつては、水洗便所排水のみを対象とする単独処理浄化槽とこれと合わせ

て生活雑排水も対象とする合併処理浄化槽とがありましたが、平成13（2001）年の改正浄化槽法の施

行による単独処理浄化槽の新設の原則禁止に伴い、合併処理浄化槽のみを浄化槽と呼び、単独処理浄

化槽は「みなし浄化槽」といわれるようになっています。 

 
‚ ῾‍ ⁯ ‹

 生活排水と水環境の関係について、実際の河川ではどのようなことが起こっているのでしょうか。

図１－２は、埼玉県を流れる綾瀬川の都県境地である内匠（たくみ）橋で測定された昭和44（1969）

年度から平成23（2011）年度までのいくつかの水質項目の年度平均値を図示したものです。この川は、

浄化槽 

農業集落排水施設 

下水道 
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長年わが国で最も汚い川の一つに数えられてきた川です。 

” ‚ῷ῾⁴ ” 3)

 
 BODで見てみますと、昭和40（1965）年度代では100 mg/L程度で、昭和47（1972）年度では、202 

mg/Lに達していました。この値は、１．２で示しましたように、生活排水の濃度とほぼ同じです。DO

として表される河川水中の溶存酸素の濃度もこの時期低く、その後も 1 mg/L を下回る期間が相当長

く続きました。この間、地域住民と行政が協力して下水道や浄化槽の整備を進めたり浄化施設を設置

するなどの取組みを行う 4)ことで水質の改善がなされ、BOD濃度は平成9（1997）年度になってやっと

10 mg/Lを下回るようになり、DOの濃度も2 mg/Lを超えるようになりました。その結果、平成15（2003）

年にそれまでE類型であった環境基準がC類型に見直されました。 

 

 

₪≤√【 ’  ​” DO） 】 

Dissolved Oxygen の頭文字を使った略語です。水中に溶解している分子状の酸素のことで、溶

存酸素ともいい、「ディーオー」と読みます。魚の観賞用水槽で気泡を供給するのは魚が消費する

水中のDOを補給するためですし、DOがゼロとなった水中では魚などの水生生物が生存できないた

め、死んだ水ということができます。 
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 1杯分のみそ汁や残したラーメンの汁など台所周りの食品などについて、水量とBODのおおよその

値を示すと表１－２のようになります。また、これをBOD濃度0 mg/Lの清水で希釈してBOD濃度5 mg/L

にするのに必要な水量を、容量が300 Lの浴槽で何杯分に相当するかで示してあります。 

 本文中にも記しましたが、単に希釈するだけでは膨大な量の水が必要となりますので、環境を保全

するためには処理によって汚濁物質を除去することが重要な手段となります。 

 

⁯” ” ᾿ANC”ῷῷ⁭​” ᾿ ‚ ’ 2)

 

 

 

 

 

 

下水道には図１－３に示す種類のものがあります。大きく分けて、市町村が管理する公共下水道、

原則として都道府県が管理し2以上の市町村の下水を受け入れる流域下水道、都市の雨水の排除を目

的とする都市下水路となります。都市下水路は終末処理場を持っていませんので、水洗便所排水は流

せません。公共下水道には終末処理場を持っている完結型のもの（単独公共下水道）、終末処理場を

持たないが、終末処理場を備えた流域下水道に接続する公共下水道（流域関連公共下水道）のほか、

特定環境保全公共下水道と特定公共下水道があります。特定環境保全公共下水道は、市街化区域以外

で設置されるもので、自然公園内の水域の水質を保全するために施行されるものや処理対象人口がお

おむね1,000人未満で水質保全上特に必要な地区において施行されるものなどがあります。また、特

定公共下水道は、計画汚水量のうち、事業者の事業活動に起因したり附随する計画汚水量がおおむね

3分の2以上を占めるものです。 

 

１－１ 台所周りの食品等のBODで見た汚濁の程度はどれくらいですか。また、それらを5 mg/L

にするために浴槽何杯分の水が必要ですか。 

１－２ 下水道にはいくつかの種類があると聞いているのですが、どのようなものがあるのです

か。 

�� �² �_ BMB16) �  %l �Ó2‚ :™:¦ :›B1�N!Û�Ú�2 :™:¦ :›B1�N!Û/v *D2‚ �� -ÐB-�Ó

ö !ª �ã BB�$ B:BL�$ Bñ�Á�D�È�½Bè:‰:‡:‡:w:Ä:£Bé :w:w: :̂ƒ:Œ:‡:‡:ƒ:‡:‡:‡:w:Ä:¾:†:£ :w:w:w:w:w:w:w:w:wAí:Š:‡:‡:w:¾ �Ž �• :‰:‡:‡�ð �½
BŽB·B¦ Bñ�ð �½Bè:‰:‡:‡:w:Ä:£Bé :w:w:w:w:w:w:•: :̂ƒ:‡:‡:‡:w:Ä:¾:†:£ : :̂•:…:‰:w:¾ �Ž �• :w:w: :̂ �̂ð �½
 � 
C Bñ�Ä�½Bè:‰:‡:‡:w:Ä:£Bé :w:w:w:w:w:w:Ž:•:ƒ:‡:‡:‡:w:Ä:¾:†:£ : :̂Œ:…:•:w:¾ �Ž �• : :̂‡:…:‹�ð �½
BBB �Ý Bñ�ð �½Bè:‰:‡:‡:w:Ä:£Bé :w:w:w:w:w:w:Š:Œ:ƒ:‡:‡:‡:w:Ä:¾:†:£ :w:w:w:w:w:w:w:w:w:w:w:w:wAí:Ž:w:¾ �Ž �• :w:‹:…:Ž�ð �½
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 川の水質が改善されるためには、流入する汚濁物質の負荷量を低減したり河川の自浄能力を高めた

りする必要があります。汚濁物質の負荷量を低減するためには、生活排水や工場排水を処理するシス

テムを整備する必要がありますが、浄化槽もその役割を担っています。浄化槽などの整備によりどの

ような効果が現れたかを環境省が整理していますが、その1例として、島根県の邑南（おおなん）町

での事例を引用します 5)（図１－４参照）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 邑南町を流れ江の川に注ぐ出羽川には、国の天然記念物であるオオサンショウウオや、しまねレッ

ドデータブック絶滅危惧Ⅰ類に指定されているオヤニラミが生息しています。 

 これらの種は、県内でもきれいな限られた河川にしか生息しておらず、産卵の際には特にきれいな

水を必要とします。出羽川では、平成10（1998）年度まで水質が徐々に悪化する傾向にありましたが、

流域の浄化槽（年間約 40 基設置）や農業集落排水施設の整備により、近年 BOD 値が低下し水質が改

善されています。 

” lf.K ‗ ║ 4( 

１－３ 川の水質が改善されてきていますが、浄化槽の普及が関係しているのですか。 
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 浄化槽による場合だけではありませんが、Q & A の１－３で紹介しましたように、生活排水処理シ

ステムの整備は河川などの水質を改善し、清澄な水に住む生物の回帰をもたらします。環境省では、

いくつかの事例を紹介しています 5) ので、関係する部分を引用します。 

 青森県三沢市：三沢川では、水質の改善により、平成10（1998）年頃から、一時は姿を消していた

鮭が遡上するまでになっています。 

 秋田県藤里村：水のきれいな小川で発生するオニヤンマが、小学校周辺で大量に見られました。 

 富山県砺波市：和田川周辺でホタルが年々多く見られるようになりました。 

 兵庫県多可町：町の南北を貫流する杉原川やその支流の水質も改善され、減少していたホタルも

年々増加し、今では阪神方面からも観光客がホタルの見学に訪れています。また、きれいな水に

しか生えないと言われる梅花藻（ばいかも）の花も見られるようになっています。 

 島根県雲南市：ホタルの数も徐々に増加し、たくさんのホタルが飛び交う赤川が蘇りつつあります。

赤川の水質は僅かな改善に留まっていますが、ホタルの生息する小河川では、浄化槽整備により

大きく水質改善が図られていると考えられます。 

 愛媛県八幡浜市：流田川流域の約130世帯中109基の整備を行った結果、未処理の生活雑排水の洗

剤などで白く泡立っていた水が、今ではきれいな処理水に変わり、ホタルの数も増えたと地域住

民から喜びの声があがっています。 

 佐賀県唐津市：玉島川にすむヤマメ、アユ、ツガニなどの淡水魚が少しずつ増え始めました。また、

昭和30（1955）年代まで各地区に多数生息していたホタルも近年増加し始めました。 

 

 

1) 堀尾明宏、南部敏博：第1章第１節 生活排水の水量と水質、月刊浄化槽、No. 393、27-34、2010 

2) 環境省浄化槽推進室：よりよい水環境のための浄化槽の自己管理マニュアル、平成21年3月、

http://www.env.go.jp/recycle/jokaso/life/data/jokaso_manual.pdf 

3) 埼玉県のホームページ（http://www.pref.saitama.lg.jp/page/901-20091203-49.html）掲載の公

共用水域の測定データより作成  

4) 綾瀬川清流ルネッサンス：江戸川河川事務所ホームページ（http://www.ktr.mlit.go.jp/ 

edogawa/edogawa00360.html） 

5) 浄化槽による地域の水環境改善の取組み：環境省のホームページ（http://www.env.go.jp/ 

recycle/jokaso/basic/index.html） 

１－４ 浄化槽の整備によって鮎、鮭、白魚、蛍などの生物が川に戻ってきた事例はありますか。 


